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従来吃音は呼吸 ・発声 ・構音の三機能の共働作用が障害されると起るものとせられ，文それは機能
的疾患であり，脳 ・神経系統に器質的病変の存在を必要としないものと考えられている。
又説明原理と しては遺伝説 ・ 模倣説 ・ 神経学的仮説(大脳半球優位説IL~づく)等があげられるが，
近時心因説が優位を占めるにいたった。
吃音の始まりは2%ないし 4才が最も多いといわれている。乙の期の吃音は Bluemel，cg〉によっ
て第一次的吃音と名付けられ，子供が未だそれを気lζしない而も緊張や不安を伴わないのを特徴とし
ている。阻止 ・情緒的困乱 ・話し方を統制したり隠蔽したりしようといろいろ試みるなどの特徴をも
っ第二次的吃音と区別せられる。
幼児の第一次的吃音が条件反射的iζ固定化して第二次的吃音lζ移行しない中に早く処置を講じて置
かねばならない。
発達説に立つ Johnson，W.は，子供の早期の repetitionや hesitationは誰かが吃りだとか欠陥が
あるとか異常だとか呼ばない中は問題とはみなされない。その結果生ずる親の心配が子供に通じ，普
通の hesitationが誇聾された休止となり話すことを拒否したり押えたり隠したりするようになって
了うために起るものであることを指摘している。
【4)
そとで吃音の問題は「話し手の口からではなく，務き手の耳から生ずる」ものだという ζ とにな
る。
従って又「一般に吃音の治療は，子供に対してではなく ，その関係者の評価，即ち態度 ・思惑 ・信
条等及び反応に影響を与えた親 ・教師其の他の人物の評価に伴う策略 ・反応lζ向けるべきである」と
の見解も成り立つ訳である。
吃音者の両親は子供に食事の作法 ・清潔及排便の習慣・服従等に関し，高い水準を固執するような
完全鮮の傾向をもつものが多いという。(主特lζ子供が話しはじめる際lと殺が強制的であったり，加う
るに子供っぽい心配があったり他の conflictがあったりすると吃音は発達するといわれている。
( 15 ) 
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とのような考え方から，もはや吃音は“monosymptomatic"な病患であるとはみなすととはできず
(7) 
，反抗期のー徴候とみなすような立場も成立するわけである。
又吃音が単なる生理現象ではなく，心理現象でもある限りiζ於て，人格形成の問題と無縁のもので
はあり得ない。従って「吃音の困難そのものよりも，カ動的な人格的困難うの一徴候として問題を焦
点付けなくてはならぬ。
さて1lZ;音の治療法に関しては，呼吸発声練習法，.言語療法の他lζ心理療法があげられるが，長尾も
指摘する通り，吃音発生当初の幼児に於て意識を吃音そのものに向けさせることは，極力避けなけれ
ばならぬものとすれば，吃音発生聞もない幼児を対象とする限り，心理療法のみによるのが治療法と
して最も妥当なのではないかと考えられる。
(10) 
畠厳が幾発性の幼児吃音者の治療経験から，との種の心理療法は親の継続的 Counselingを欠かすと
とができないと述べている。
(9) (10)(11) 
幼児吃音者の心理療法に関する最近に於ける報告には，長尾憲彰 (1955年)，権平俊子 (1957年)， 
玉井収介 (1959年)，畠瀬稔 (1矧〉年)等の研究があげられる。
我々は以上の知見を参考として， 単ら心理療法により，遊戯治療と母親の Counselingを併行して
実施した。なお我々の試みは，non-directiveとdirectiveとの eclecticの立場をとったものである。
〈乙れに関する功罪については治療経過および考察のとζろで一言する乙とにした。)
なお本報告では児童の遊戯治療に関する記述を主体とし，懇の Counselingは従的iζ取扱ったため
Counselor -Mo therの治療関係については詳しくはふれなかった。
問 題
主訴 吃音。
家族
実父 32才，会社員，百貨庖厚生部勤務。
実母 32才(実父より 3カ月13日年長)，実父方の祖父と共に何か商売の乙とで会社まわりをした
りしている。 (10/26伯母の報告)
本児男児，治療当初年令4才2月
弟 本児治療当初生後8月
同居者として母方祖母72才と女中。
経済的には恵まれている桜子。
生育史
出生状況満期安産。
授乳状況生後一週間母乳，後人工栄養，完全殻乳2年。
発育状況初歯7月，始立8月，始歩l年，始語l年2月。精神発達Iζ於ても特iζ異状をみとめな
( 16 ) 
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かっTこ。
既往症特になし。
問題およびその背景
吃音は連発性と難発性の混合。特に目立った随伴運動は遊戯治療室lζ関する限りみられないが.r以
前lζは体をたたいて休をゆさぶる」という報告を受けている。 (10/26伯母の報告〉
幼稚留の往復は送り迎えされないとできない。 よその家へ一人で遊びに行けない。 親戚で泊れな
b、。
極度lこ自己中心的で，依頼心強く ，常に支配的で人になんでもしてもらう。
父肺浸潤のため本児は母方祖母及ひ.母方兄夫婦のもとにあづけられた。父の病が治癒しひきとろう
としても祖母が手ばなさなかったが，本児l年8月祖母高血圧で倒れたのを機にひきとる。
家にひきとってからはおもりをつける。
昭和33年4月8日から三年保育の幼税固に入り，よろとんで通因。
昭和33年4月21日弟誕生。
昭和33年5月吃音はじまる。
伯父の家(生後あづりられていた〉 に年子で年下の女子がいる外， 昭和32年11月男子が生れたがそれ
以来その男子をほしがり，77の子とちがう，自分の子だという。
其後5カ月を経て生れた実弟を可愛がり，少くとも母親の所見では siblingrivalryはみられない。
但し乙の弟は負けん気が強く，とかく本児が圧倒されてしまうという。何でも本児のものをほしがり
綬も閉口している。
父は神経質でお宮野，凡仮面。海軍予科練出身で，軍隊では消潔盤I闘で常にほめられていた。 (父1ζ
関しては母の報告による)
母は神経質ではなく，むしろ明るいくったくのない性格。ほとんど一人で外出する乙とが多い。一
週間家にじっとしていたら時勢に遅れるような気がするといっている。(母IC.関しては伯母の報告による)
組母は遊具の一部，t.ことえば色紙など無駄づかいしないように管理している。 (母の報告による)父
母，組母とも本児l乙対し過度の保護および過度の干渉を示しているが，就中父の溺愛は病的とみられ
る。 たとえば互のある日アイスクリ ームを買って帰った，本児の要求するままに連日乙れをつづ
庁主7乙れがキッカケとなりその後本児の要求のままに何か必らずおみやげを買って帰る習慣がつい
て了い，ほとんど例外なく実行せられた。
本児の智能iζ関しては治療方針上特にテストを行っていないが，行動像からみて正常とみられる。
体つきは幼児らしくまるみをおび，かなりかたくしまっており，顔はまんまるくいく分浅黒く，栄養
状態は良好で，いつもさっぱりした服装をしている。
鯵断
吃音ーは連発性と幾発性の混同型。
幼稚園入国後l月で弟が誕生，其後半月足らずで吃音が発生しているが，外見上弟lζ対する敵意は
( 17 ) 
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殆んどみとめられない。母乳不足，生後間もなく実父母から分離された生活がl年8月，其の後は祖
母・父 ・母の過度の保雄と過度の干渉，殊lζ父の常識を越えた過保護と神経質な感情的態度，母の本
児の独立をめざす統制的態度，父 ・母・祖母の異常な程の本児lと対する期待等未分化な親子関係を中
心とする緊張した力動関係を保ちながら新らしい幼稚園生活に入った事態lζ問題があるように思われ
る。
治療の方針
."A 
11=1 療
目標 心理療法を施し.Clientの自発性を回復させ frustrationtoleranceを高めるととによって，
人格の転換をはかり，ひいては吃音を解消せしめようとする。
家庭に対しては家族構成員，特iζ成人が，過度の保護及び過度の干渉を改め，本児iζ対して受容的
であり，文吃音については家中で無干渉である乙とが望まれる。
治療は言語療法によらず心理療法により，母親との Counselingと本児の遊戯治療とを併行させる。
治療にあたっては本児の行為発言に受容的であるべく，しかし Clientが Therapist，ζ対して動けを求
めても，言語的反射にとどめ，なるべく本人自身で作業をやらせるようにする。又吃音に関 しては勿
論無干渉であるとと。
面接および治療に関する其他の条件
1) 母親の Counseling: 45分間。
毎週月曜日lα3Q-1ll5。
2) 子供の PlayTherapy : 45分間。
毎週月曜日lα30-江15。
A) 設備 砂場.f泊ger-pa泊t.7k.粘土，指人形，人形，卓上ピアノ，オルガン， 電話 (玩具
および本物).紙製動物のお面，クレパス等其他遊具一式。
(it). (14). (15) 
B) 制限
a) 治療時閣の制限。
b) 器物の破l:.!l.治療者への直接的攻撃の禁止。
c) 玩具および作品の持ち帰りの禁止および玩具等の持ち込みの制限。
d) 玩具・作品等を窓外へ投げる乙との禁止。
e) 治療時間中lζ室外へ出る ζとの制限。(便所へ行くととはゆるされる)
C) 記録 observationroomで所定のo同 rvationsheets Iζ記入.Observerは原則的にはー名。
Counselorおよび Therapistは tape-r田 orderlC録音し再生し記録する。
研究員の分担
母親の Counselor(略称Co) :山松質文
(註)Axline，畠瀬等の制限とは多少異る点がある。
( 18 ) 
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子供の遊戯治療者(略称Th) :並河信子
〈註)1
但し第1-4回迄は土井千恵子が担当し，第5回以降は並河信子が担当した。
Observer (遊戯治療場面の) (略称Ob.) :山田聖子
但し都合lとより第四回以降に於て参加。
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三者の discussionは毎回の相談および遊戯治療直後に行ない，所定用紙の問題点欄 ・遊戯の内容お
よび同分析欄 ・治療者に対する批判欄 ・要約欄を充す。
経過概要
親の行動像の変化 父親の神経質な感情的傾向は根本的には改っていないにしても，来談当初の頃
は，はじめての子である本児に常識を越えた期待をかけていたが， (尤も母も祖母も然りであるが)J 
子供にはも う一切期待しない，あまり期待しでも子供に気の毒やしJ (11/16母の報告)という風に考
え方が変ってきた。先生の家ではじめて一人で治めてもらったことに味をしめて翌朝早く又先生の宅
を訪れた乙とに，行き過ぎの悩みを感じながら「まあええとせんならんJ (11/9母の報告)という認め
に変った。
母親は来談当初の極度の指示 ・干渉がみられなくなってきたが，本児の行動像(例えば第27回，第30
回の遊戯に於ける)からみれば， なお本児に対する強制・干渉が完全になくなったわけではないよう
である。
本児の行動像の変化
1 ) 来談当初の吃音は連発性と難発性の混合型であったのが， 主として軽い調子の連発性のみと
なり， 難発性は殆んど消失した。
2) 幼稚園の往復は母が送り迎えしなければできない (2/23報告)のが，帰路だけは一人で帰れる
よう lとなった。 (9/14報告)
3) いままで友人と遊んでいても我関せずであったのが皆と遊べるようになった。 (9/14報告)
4) よその家へ一人で遊びに行くことができなかったのが，遊びlζ行くのが平気になり，幼稚園
の先生の宅にも泊ったことがあり，その先生の子供になったと主張した。 (11/9報告)
5) 親戚の家で泊る ζ とができなかったのが，泊ることができた。 (9/7報告)
6) 遊びに行くときは戸をあけたままにして おいてくれというていた (5/18報告〉のが， 遊びlこ行
くときは夢中でとびだし長く帰ってとない。 (9/21，9/28， 12/14報告)
7) 遊戯治療室で母と分離できなかったのが，とにかく分離出来るようになった。 (9/14)
(註)2
8) 遊戯治療室での行動は依然自己中心性がつよいが，Therapist Iこ対する支配的傾向がいく分
減少してきた。
9) 遊戯治療室での finger-paintingは構成的になってきた。
(註)1 担当者ー 交替の理由は土井の個人的都合と第5回以後では指絵具を治療手段の重要な材料と考え，従来この
方面の研究をしてきた並河が担当するのが適当と考えたからである 。
( 19 ) 
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回目附 遊戯(時間一単位は分〕
1 33.12・19
2 34・1・12 指絵
3 34・1・16
4 34・2・4
5 34・2・9 指絵
6 34・2・13 (休み)
7 34・2・16 指絵・砂遊び
8 34・2・23 指絵
9 34・3・9 指絵14，砂遊び31
10 34・3・16 指絵
11 34・3・23 j旨絵
12 34・3・27 指絵14，砂遊び13
児童学
治療経過
来談一覧表
13 34・4・3 折紙10，指絵19，砂遊び8，粘土遊び8
14 34・41・3 指絵
15 34・5・llj卸会，洗濯，卓上ピアノ
16 34・5・18 電話，指絵，色水遊び，洗濯
17 34・6・8 粘土17，指絵と71くあそび10，砂遊び10，ままごと 5
18 34・6・15 指絵10，便所5，アース撒き10，指絵5，粘土の水遊び5
19 34・6・22 面っくり17，色あそび10，アイスクリームっくり18，水あそび
20 34・6・29 色っくり 5，指絵5，折紙10，色あそび及び卓上ピアノ 5，砂遊び15
21 34・7・5 アース撤き 5，砂遊び5，人形遊び1，折紙とf副会32，砂遊び
22 34・8・24 (休み)
23 34・9・7 水遊び9，砂遊び36，スプレー30'
24 34・9・M 電話.指人形，指絵
25 34・9・21 砂遊び12，色遊び26
26 34・9・28 1童話遊び4，粘土4，粘土と指絵12，砂あそび15
27 34・10・5 自ぼく遊び2，指絵具遊び17，砂遊び21，電話9，ピアノ遊び
28 34・p・12 指絵5，人形遊び5，砂遊び28
29 34・10・目指絵，砂遊び
30 34・p・26 指絵，砂遊び
31 34・11・9 (CAT) 
32 34・11・16 指絵
33 34・12・14 面っくりお，電話5，面っくり17，砂遊び6
同伴者
母
N 
1/ 
1/ 
1/ 
(母のみ〉
母
1/ 
1/ 
1/ 
" 
1/ 
" 
1/ 
1/ 
11 
11 
" 
" 
" 
" 
(母のみ)
母
1/ 
" 
伯母
1/ 
11 
" 
母
1/ 
" 
(註)2半分続即ち本来の counselingroomではないが， ドアで遜ずる隣室でCounselorが母親と Counseling
する乙とに成功したのは4/13であった。
( 20 ) 
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第l回 Intake;上記の主訴・家族・生活史・問題及び背来の各欄怠照。
!lJ2回 母親との分荷量ができないので，遊戯治療室で母親との面接及び本児の治療を同時に行う。
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Counseling 母親の報告 ;1舗は吃らない，幼稚園へ行っている時は吃る， 乙の頃ちょっとましになったのでは
ないか。
子供 指絵をやっている時は吃らない。
第3回
来談当初母親の干渉かなり強く，著しく指示的であった。母線の指示通り本児は ThIC.つれられて遊戯室にいっ
たがそこでは泣き通しであった。 やがて相談室へ戻って来たが， 再び母親の指示ILよって母親と共IC.遊戯室Iζ入
る。母親はそ乙でも押問答式の強い指示をあたえた。例えば「どう遊べるの?どっち ?遊べる ?遊ばへんのT遊べ
るT遊べる T遊べる ?遊べるでしょう?遊べる 7遊べる Tどっち ?どっち?どっち?遊べる ?……」という調子。
それから本児を遊戯室IL残して相談室IL戻ってきた。 やがて本児は遊戯室から ThIζつれられて室IL戻ってきたが
と乙ではいく分自由をとりもどし，鮮やかな resis凶 ceを示しむ 「乙乙な然したる。乙乙乙んように 77がな
あ」と吃らずに強く言った。
開園点 乙の 鈴ssionでは母一子関係の問題を如実に示しているように思われる。母は子供を突き
離そうとしている。子供は母lζしがみつ乙う として自分の要求を無視する母親の態度lζ攻撃的な感情
を表現している。 乙の情緒関係は吃音発生と重要な関係があるのではないか。又本児の治療に於ても
核心的な事態ではないか。
第4回
Thは遊戯室IL本児をつれていったが， 本児は泣く泣く反ってきた。 それ以来相談室で母と子と一緒であった。
乙の邸昼では，叉しでも「ζ乙へ爆弾を投げたるJ. r77を乙乙へζんようにしたるJ. r火をつけたるJなど
と言った。
問題点 此の臼も分離を強制する母親及びその協力者文は指示者として子供にみられているでもあ
ろう愛々或はζの場所に対して hostilityを示した。
遊戯室では極度lζ te描 ionが高く全く自由を奪われていたが，相談室で母と共にあるとき tension
から開放せられ，遠慮なく hostilityを表明した。いまだ遊戯室はその機能を十分発揮していない。
ζのζとは同時にまた母親との心理的離乳が出来ていない現在，母が強制的lζ分離を試みているこ
とに対する resistanceそのものの反映ともみられる。症状発生の中心が，少くとも母一子関係にある
との見解に立って治療をすすめるべきであろうか。
次回迄の中，C.Coは母親に電話連絡を試み. r今度は77と一緒iζ遊戯室に入るよう」に予め本人
iζ納得させて来てはどうかとの;意見を述べておいた。
第5回
乙の臼は予め電話連絡がしてあったため何の低抗もなく，本児 (C) ・Th・母綬 (M) ・co共IC.遊戯室I乙入る。
αt) 
子供 吃音例(ウ ンーフタチュ，チュチュチュキ，アアアルネンチュキ)。備付の清潔な布巾があるにもかかわ
らずそれを使用せず母親の持多したハンカチーフを使う。 クレパス ・クレオンを家にもって知ると主張。 蛇・蛇
(註) rウーンニつ月があるんだよ」といってクレパスで月をニっかいたの
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(h'ebi， h'ebi)などの線発性の吃音がある。しかし全般的に遊戯室では吃音は殆んどない。
問題点 備付の布巾を使用しないのはこの子供の潔癖の習慣 cleanlin郎 anxietyの表れか?
第6回 coの指示により母親のみ来談。指示:遊戯場面では出来るだけ自由であるよう，好ましくないとおもわ
れる行動に対しては無関心であるよう，好ましい行動K対してはあっさりほめる程度にとどめるよう， 又父親の神
経質な行動の影密からなるべく本児を開放してやるよう等。
第7田
Counseling母親の報告:吃音は木曜からとてもよくなった。
子供 大きな木片を役げ母親の方をいたづらっぽい目つきでうかがう。 ThIC対して支配的攻撃的。前のThの乙
とを思い出してきく。独占慾の現れ:コココウシテアアレ， ココハチュプシタラアカン， ココモチュプシタラアカ
ン(乙ζをつぶしたらいけないの意，砂場でζしらえたままにしておいてくれの意)センセイ (Counselorの乙と)
チイポウ(本人の愛称)トコヘオイデナア，コナアカン，キヨウコナアカン(チイ坊の家へ今日是非来てくれの意)
問題点 自己中心的行動が本児の特徴と恩われる。自分の思うままにならぬ時の緊張が吃音の形と
なって表現されるのではないか。
第8因
子供 吃音例〈ホホコンンナンチュクツテ 乙ーんなのつくって，キキシヤ 汽ー車， デンキキキカンシヤー電気汽
関車〉。玩具の刀を母と Counselorの間へ投げる。 指絵・・蛙の面 (紙製のもので前lζ持ち帰ろうとして制限された
もの，本児のとてもおきに入りのもの)をぬりたての指絵の上へおっつけその上を又手のひらでぬたくる。 分緩へ
の試み:M r...先生とはなししてくるよJ，C r....あかんJ，M r遊べる，遊べるJ， C rいややいったらあ
かん，おって，乙乙におってなあJ，M r乙んどから一人で遊べる fJ， C r今日はいったらあかんJ， co rうむ
J， M rうむJ， C r乙んどから市大いけへん」
同署重点 万を投げたのも蛙の面のぬたくりも共iζ母とCoとの会話iζ対する抵抗とみられる。なお後
者はもち帰りの制限への抵抗ともみられる。ζの日の母親の分離への指示は，もともとCoの意図にも
とづくものだが，まだまだ無理であるととを示す。もっと非指示的であるべきであったと思う。
第9田
子供 非分荷量のまま。母親は子供をリー ドする， ThとCとのc∞tact務薄， Th IまCをややリードする。 CはTh
を無視し支配的である。 吃音は減少している。母の報告:祖母が色紙を無駄使いしないように管理している。
問題点 Thがリードした点。本児の家庭では物質的に恵まれていながら祖母の色紙の管理にみら
れるように案外現実面では恵まれていない点も多々あるのではないか。
第10回 Counseling隣室で母親との Counselingを試みる。母親の報告:隣家へ一人でよういかぬ. お節句で
隣りへ招かれでもどうしてもいかなかった。....が隣室へいくのをいやがる。指絵 :クレパスでスーパーマンをか
き指絵であとからぬりつぶす。
問題点 分般を強いた事は結果的にみてよくないととであるが， 分離が重要な課題であり，toleran 
ceを高めて行かねばならぬ。むつかしい点である。
との自の指絵での行動は自己の成熟に対して不満足であるためか?乙の種の子供はしばしば自己の
理想が高いために描いたものを失敗とみてぬりつぶすζ とがある。乙の行動も吃音と無関係ではある
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まいカ泊。
第11回
吃音例 (n'kinnoKami金の紙 n'ginnoKami鍛の紙，Kikkansha機関車， Kuruma車)。独占慾の現れ:コツ
コワプイクラアカンデー。幼児語の例(コラ7 ゴ一一乙だま号)。母親が分離をうながすが，どうしても「マ?と
一緒」といってきかず，今日も泣きだしそうになった。母親の報告:前回分般の制限をしたせいか， rもう市大へ
は行かん」といってきかない。独占慾の現れ:娃の面，狸の函，色紙，finger-paintのあるだけ全部をもちかえると
いってきかない。汽車を砂にうめ，持ってかえったらいかんぜという。
問題点 ずるずる非分離状態をくりかえすζ とはいけないと思うが，分縦をして却って tensionを
高めるのは治療的でないという ambivalentな治療者側の態度があったととは反省しなければなら
ぬ。
第12回
∞m記lingroom Iζて。
Cor乙乙へくる子管一人で遊ぶよJ，M rきのうお隣りのお姉さんと公邸へひとりでいきましたJ，M r...送
って (遊戯室への:怠)行きましょうか，幼稚園みたいに行乙うかJ，C rいややあほうJ， M r...送っていくわ
J， C r...ほって帰るJ，M rほって帰れへんやないのJ，M r...も先生といくから一人で先にいってごらん
場所知ってるやろうJ，C r..みたいになったら(大人になったらの窓)一人でいく」。
play r∞m lζて。
結局本児・母・Th・co共に遊戯室へ行く。
Counseling母綬の報告:けんかして一寸けがさせたが父があやまりに行く，父はその時怒らなかった。薬品の入
った瓶を勝手にあけて窓から外IC流し中味を労ほどにしたのを父にみっかり父からとがめられたが， rチー幼知ら
ん」とうそぶいたので.父からひどく叱られた。 吃りがまた乙の頃おかしくなった。本児の遊び節度はきまま放だ
いにさせているが部屋中むちゃくちゃになっている。 その部屋だけでなく他の部屋もみさかいなく散らかすので困
る。指示:特定の場所では自由を完全にゆるしてはどうか。だが気兼ねしながら主宣伝するのではまづいと思うが。
問題点 吃りの程度の変化は父親等の対本児への態度如何と何等かの関係があるのではないか。
一方母親は父親に責任を転嫁し， 自己の合理化をしていないだろうか。 父一子関係も問題である
が，母一子関係、もそれと同等否それ以上の問題をはらんでいるように思われる。
第13回
子供 後半母との分隊が出来てから急iζ Thとの人間関係がよくなーた。何の teo剖佃も感ぜられず，全く吃らな
かった。分般に近い状態と恩われた。
はじめ Thを無復していたが終り頃はCから積極的IC.話しかける。指絵 :活動は非常にはげしい，色紙をやたら
と使う， f5'絵で色紙の上からぬたくる，色紙をはがす，別の色紙をもヲてくる，その上をぬたくるという具合。絵
具は桃と赤がよく使われた， 指絵具の使用量は多い。水は自分で汲みに行く。 上気嫌である。
問思点 母親との分離が如何に本人を自由にさせるかが如実に示された。分離といっても隣室であ
り，本来の counseIingroomではないから，本絡的分離とはみなし難い。
第14回
母とは隣室で面談。
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子供 Thとの rapportは大分できてきたが，まだ隣室との悶のドアを開けて置く乙とを要求する，母穀には電話
をかけるマネをし満足している. 77はその都度ハイハイと答える，持委雲の腕かけやエプロンをどくていねいに洗
濯をする。指絵:かく前Iζぺイン トの混色tζ関心をしめし長時間をζれlζかける，桃色と柿色を使う。 rubbingの遠
鏡，色紙をはり，上からどろどろIζかき，色紙をはづしてていねいに乙まかくたたむ。絵具を使い果し，重ねて作
くってれと要求する。紙の裏ICも机の上にもかいた。 手試は備付のものを佼わない。
間宮点 母一子関係の未分化は，母が子を突き離そうとする乙とに対する反動とみてよいか。たえ
ず母毅の存在を気にするととろにとの子供の不安定な心理状態が伺えるようである。文清潔癖も本児
の不安を増加させる家庭内の問題を反映しているのであろうか。
第15回
子供 遊戯室lζ入って間もなく小便1<:行く，どくたんねんに時間をかけて洗濯をする， 度々隣室の77のと乙ろ
へ行<.そして遂に婦らない，余り吃らない。指絵:色をまぜる，色紙の上から力一杯乙する。
4月20日はしか発病， 一週間臥床，二週間休園， 5月4日から通因。 4/13-5/11聞の約lカ月間5
回休み。
第16回
「途中チューイン ・ガムを買ってくれたら一人で遊ぶ(分離の;意)Jという約束を買って出た(母の報告による〉
がいざ来案してみると分離ができない。coのみ counselingroom にとどまり本児・母・Thが遊戯室にむかつた。
なかなか母が戻らぬのでcoが行ってみると遊戯室の入口でもめており，自に一杯涙をため抵抗をしている，事態
の悪化を憂慮し，隣室で Counselingをする。
母の報告:幼稚園の先生のいう ζとはよくきく，遠足の時など全くよく先生のいいつけを守った。遊びIC出て行
くときは必らず入口の戸を開けたままにしておいてくれといってでる。
子供 ζの日母と分離の約束したものの電話(本物の)をかけるのだとか隣室の戸翻から玩具を出すのだとか口
実をもうけて，三・四回隣室へ入った。文時々7 7ー .7 7ー と壁魅しによびかける。その都度ママはハイハイと
答える。乙れは自分の横IL玩具の木片を置いてそれを電話にしてかけるのである。又長い間かかってきれいκ洗っ
た洗濯物IL汚い色水を流す。吃音は乙の日多く且つ逮発性がなくなり難発伎のみとなり逆転したようK思われる。
問題点 ドアを聞けたままにしておいてく れといって遊びに出るζ とは，M-C関係の未分化状態
と分離を強いるM-C関係の緊張状態をよく示している。母親にたえず電話をかけるのも未分化を分
化せねばならぬ tensionの表現とみられる。
5月25日. 6月1日は Therapist側の都合で休み。
第17回
Counseling母の報告 :伯母宅ではじめて食事して帰る，既IL帰宅していた父にほめられた。姪と一絡に幼稚園
に通っているが，母カ主事故でいけぬとき，時々伯母IL迎えを頼むζとがある。 乙の場合案外たやすくそれを受け入
れる。
子供 軽い吃音が多くなった。 時々 77と呼びかける。 砂場lζおとし穴をつくり大きい子をおとしてやるとい
う。色水を砂jζ流し込んだり，色水の入ったつぼを砂の中lζかくしたりする。少し遊び』ζ熱中するようになった。
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第18回
Counoeling 母の報告:幼稚園の先生が姪と一緒に遊びiζ来るよううながすが本人は一向いく気がない。 rお
んもが稽くなったから先生ねてはる」と合理化する。来る途中パパが「今日は一人でお遊びしてきで下さい。そし
たらおみやげ買ってきてあげるから」というたのにOKしておきながら，父と別れきζえぬ距離lζなる乙ろ「今日
は77と一緒にお遊びしますよ」と父IC呼びかけるようにいった。分限はあせらずにやろう。あせっている態度も
示さないでお乙う。
子供 質問がやたらに多い。Thの顔色をうかがいながら反対しそうな乙とをあえてする。flDg釘・paintをまぜた
水とか粘土の色をさかんにきく.Tbが積極的にそれに対する関心を示さないと，横においである桜木の電話で77
'77と呼びかける。
吃音あまりなし。途中大使IC行く。 指絵では蛇を望書く。
問題点 父が遊戯で一人遊べるようにと期待する気持はよく解るが，子供に懇願するようにいった
り代償を提供したりする点に問題がある。
乙の鈴ssionの治療場面iζは治療者lと十分関心をもってもらいたい，Thを自分の遊びにひき込みた
いという感情の表現がみられる。
第羽田
Counoeling母親の報告:3才的頃lζデパートで迷子になって以来用心深くなった。自動車がきたときは見極め
てでないと歩かなかった。父親も用心深い方だ。通園時は今迄は門の見えるところで別れたが， 別れると一目散に
走っていく，近頃は門のまだみえぬと乙ろで別れる。
早く父が帰ったときは何かと気がまぎれるis，選く帰ったとき，靭おみやげはときかれた時の用意lζ予めキャラ
メルなどストックしておくのだという乙とである。いつか父がおみやげにアイスクリームを買ってきて以来おみや
げをせびるのでそれ以来毎日のように何かかんか買ってくる乙とにした。 伯母の家へ遊びに行ったとき， もし本人
が泊って行きたいといったらかまわず泊めてくれるようたのんである。幼稚園の先生もかまわぬから泊ってもらっ
てくれとの乙と。指示:父のおみやげの件。
子供 汚い遊びは多かったが，攻撃的な遊びは少かった。質問1;1:少〈遊びIζ集中し長つづきがする。 77を呼ん
だのは必分間を経過した時のl回だけである。自皇室には経の商をはりつけその上を指絵具でぬたくった。蛙の面を
持ちかえるζとを強く主張。吃音はあまり目立たぬ。遊び』ζ残酷性がみられる。
開通点 父のおみやげ問題などは父の過度の保護の一つの現れとみられる。遊びではかなりの成長
がみられる。遊戯中母を大分意識しなくなった。
母親のこの日の!凍述には，分離のチ ャンスを周囲の誘因iζ求めようとする分離へのあせりといく分
の責任転嫁とがみられるように思う。父親に対する感情は十分には表明されなかったが。
第20回
Couoe1ing 母親の報告 :最近ポパイIC興味をもっ， 大きくなったら金太郎になるという。最近必要以上lζ大声
を出す。甥とは仲がよい。姪とは幼稚園では妹のようにかばうが家ではけんかばかり。交友は年少又は小学一・
二年。
子供 一週間前に比し吃音がひどい。 ThI乙対して命令的で無表情。汚い遊びが多く，至極自己中心的。指絵IC
対する関心は大分うすらいでいた。金魚を色紙でま行りながらもって帰るという。
第21回
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CouDseling 乙の日母親の表情は特に明るく.rapportは一層高まったように思われる。
子供悪いζとをそれと知りながらする。人を使うのをあたりまえと考えている。吃音 :小さい声でものを言い
はじめるときJま吃る。兎の函を指絵の上になすりつけ乙れを砂にうづめた。乙れははじめ Thが禁止しかけ， しま
いどとのため Thカ勾血室IC.いった時の出来事である。
問題点 ThがCの思い通りにならぬという一つの resistanceの表現ではないか。 Cの自己中心的
な感情の表現でもあろうし又Thが十分Cの感情を受け入れてやっていないという ζ との表現でもあ
ろう。とに角両者の治療関係lζ一つの問題があるととを示唆している。
第22回
Th不在のため，母親のみ来談。
Counoeling母毅の報告:吃音は夏休みになってから一寸ひどくなったようだ。遊びの中でも時時吃っている。
ある日下駄をドプの中へおとして，それをもって濁ってきた。そして r77ちゃんお乙ろうとしているのやろう
」という。 r汚いものはほかして乙ないと怒りますよ」と答えた。用心深い方で，一度単車にあたって以来一層用
心深くなった。幼稚園の門のと乙ろでわかれる時何もいわぬと. r77おむかえにきて」と催促する。確かめない
と不安だという。 指示:あまり分緩をあせらないでお乙う。家族のものがゆっくり諾してみたらどうか。怒らぬよ
うにしたいが忽るとき言葉κ注意。
問題点 との sessionに於て母親の不安が表現されているようだ。母親は本人を自分の思うように
Controlしたいと思っている。本人は母親からの分離を極度に怖れている。乙の母一子関係の不安定
が吃音の悪化iζ影響していないであろうか。 Coの指示は母親の不安に対して保証 ・指示により気安
めを与えんとするものでありきわめてまづいといわねばならぬ。
第23回
Counscling母親の報告:外ではよく遊ぶのに幼稚園に行くのをいやがる。市大もいかんでもええのにという。
速れて出れば別にいやがることはないが。祖母のと乙ろへ， いと乙と一緒に伯母がつれていった。孫悟空のテレビ
をみている中lζねてしまった。ともかくはじめてよその家で泊るという体験を得た。電話したらもうねたという乙
とであった。 そして図舎の生活を満喫して帰った。祖母の隣りに吃音者が二人いて， ハリをして治した。 r自転車
のうしろへのせて川へつれてってやるから下駄がおちたら直ぐいいなさいよ」といわれたと乙ろ「吃るからいわれ
へん」と答えたという。それを不憐がられてハリをすすめられた。しかしそれをする気にはならない。
子供 砂場の中lζ玩具をかくしてありかをあてっ乙させる， 乙乙をほったら積木をひっくりかえすとか水をかけ
るとかいっておどし又その還りゃった。吃音の回数は増加し.77を呼ぶ回数も前より増加している。 しかし全体
としては子供らしく成長したようである。真白な手試を泥水iζつけたりした。
問題点 長い休みの後lζ幼稚園へ行きたがらぬのは，特別乙の子に限った現象でもあるまいが，市
大へ行きたがらぬ点では治療上の反省を要するのではなかろうか。本児の今迄の治療経験の効験性iζ
も疑問がもたれる。
一方夏休み中Iζいろいろの新らしい体験を獲得してきた。
ハリによる治療に関する発言は否定的ではあったが，やや おnbivalentな感情の動きがみられなく
もない。
第24回
( 26 ) 
山松 .吃音児の心理療法の経験 -137ー
「もし遊びの途中で7'7'1(話ししたくなったら電話をかけなさし、」という指示を Counselorが与えたのがキッカ
ケとなって心理的にはともかくとして空間的にははじめて完全な分離に成功した。(因みに playroomの隣室のド
アのすぐ近くと counselingroomの隣室とに学部内電話が設置されている。)
尤も乙の裏付には， 日曜日のポノマイの漫画でおなじみの不二屋へ帰りにつれていってくれたら一人で遊ぶという
約束もあったからであろうか。
Counseling 母親の報告:前出の不二屋の約束の件。 金曜に幼稚園で給食があったがいつもよりおくれて迎え
にいったところ，本児と途中で行きちがいとなる。乙の日偶然にも本児は途中迄友人とー絡に帰りあと一人で帰っ
たというのであるc 幼稚園の先生は，このごろ吃らぬようになったという。先生との長い会話中も吃らなかった。
前よりは皆と遊べるようになった。以前は友人と遊んでも我関せずであった。大きい子供， 三・四年生の子供とも
遊ぶようになった。
遊戯室から本児の電話がかかって来た。 i7'7' Jと連呼したが， 別に話すζともないので「消すぜ」といって電
話をきった。遊戯終了後 Coun田lor・母共にあっさりほめておく。
子供 吃音は連発性で3-6固くりかえす。7'7'7'ダダヨ， モモモモモモイロツケルネ，イイイイイロガミ，イ
ロガ「ミトッテ。
問題点 家庭 ・幼稚園 ・遊戯治療室共に一貫して本児の行動像に著しい変化がみられる。 吃音も軽
い調子の連発のみがみられる。
治療者側にも分離に対するあせりがあったととはいなめない。分離はそれ自体一つの治療目標であ
ると同時に終結をすら意味するのではなかろうか。 分離をあせらずに， むしろ未分化な conflictに
母 ・子共に insightをもち， 受容できる関係にして行くととに重点がおかれなくてはならぬであろ
う。本日の分離の治療効果は十分には保証しがたい。
第25回
次男をつれて来談。
Counseling火曜日幼稚園の先生に見ててあげるといわれ一人で帰ってくる。帰っていわく， í~'7おむかえに
きたてチー坊もうおらへんで」といささか得意げに言う。家へ帰るとすぐ友人のところへ行く。まあえらい変りょ
うゃねえと皆がいう。主人はど乙へ遊びにいくかわからんといって逆の心配をしはじめた。 ζこニ・三日吃音はひ
どい。 i;お月さんにロケットがあたった」という話しをしたときひどく吃る。 主人はそれをきいて情ないといって
怒った。
子供 入ってくるなり7'7'に電話する。 やたらに目をつぶらせてあてっとをさせる。 吃りははじめきつく表れ
た。遊びに明るさが加ってきた。今日始めて声をあげて楽しそうに笑った。あく どい遊びの種類が少くなった。 7
7 の分離を大して意識していないようである。吃音は短く 4つ位で惑いものが多数回あった。
問題点 4/3空間上の不完全分離に於ても子供の行動は自由となった。 本日ははじめて空間上の完
全分離に成功したが，行動は一層自由で明るさを加えた。 子供は独立することによって自由を獲得す
るものであることを如実に示したのである。
あくどい遊ひ&が減ったのは分離に対する敵意が減少したためであろうか。
主人について語るとき，別段責任転化のような感情は表明されていないが，M-C関係についての
洞察は稀薄のように思われる。
( 27 ) 
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第お回
Counoeling母親の報告:ひどく吃る。家で遊んでいるときは吃らぬ，幼稚園から帰ってきたとき吃る。 rチ-
t)j吃るからパパはお乙ろうと思っているのやろ」と父に言う。 自転車をかつてもらってから逮〈へでかけ遅くまで
知らない。 伯母の言うには乙の頃吃りにちっとも気がつかぬと。 自国l又は楽器をさせたらどうかと家ではいってい
る。観察 :治療を終り帰りぎわに77が帽子をかぶせようとしたときあやまってあどひもが目をかすったら， rあ
ほう」といって怨り.ハンドパァクを渡すまいとする。
子供 遊戯室i乙入ってくるなり771(電話し，帰ったらあかんという。小さな吃音がつづく。家からの電話があ
り少し早めに中止する。
問題点 吃音が場面によって表われたり表われなかったりするが，心理的安定が回復し，特定の緊
張を呼ぴ起ζす場合以外では吃音が表われなくなったのであろうか。
遊戯室iζ入るや否や母親lζ電話するのは本当にまだ完全な分際lζ至っていないととを示しているの
であろう。
劇又は楽器をさせたいというが，殺の虚栄のまさぞいにならねばよいとおもう。
第幻回
Counseling伯母代理で来談。本児「先生行乙うJ (遊戯室へ)とて Counselorを誘う。伯母はおっとりした性
格のようにみえる. ものの言い方も低い声でおっとりと話す。伯母の報告:母は自動車の免許状をとるためか一ヶ
月乙乙を休むという，その問自分が代りIC来る旨を告げる。
本児と伯母の長女とは馬が合わず，本児と伯母の長男とは馬が合う。本町立最近伯母の家へ手紙をもってお使い
に来るようになった。えらい変りょうゃねえといっている。友達と話しするときは吃音を忘れている織子。幼稚園
の先生と話しかけると吃る。母 (本児の)の外出時にニ人とも(本児と本児の弟)あづかったが.母が九時になっ
ても傍らぬので，母が帰ったら起すからといいきかせたらやっとねた。
子供 乙の日電話のζとは意識しなかったようである。チヨークを ∞unselingr，∞m から持容して入って来て，
すぐそれで函用紙1(.6や口をかく。乙の日の指絵は構成的であった。母親と共IC来談していたときよりも自然的で
明るく振舞った。指絵ICは落着きが出来，ぬたくり等の触感をたのしんでいるようであった，後にそれに物の名を
つけ， strokeを始めた。攻撃的なと乙ろは少なかった。 Thのひざに一度，床上に三度ばかり砂を撒いた。般の汚
れを気にせず備付のタオJレを使う。足をふいたら……してあげるというようたえず代償を要求する。
変った発音:クリオン， クジオン，クジオ(クレオンの乙と)，ゴリヤ(ゴゾラの乙と)。吃音例:ユゥユゥユ
ヲタラアカンデ。吃音の回数は少ない。 ThIまCになるべく自分で処置するようにさせた。終りの時聞が告げられ
ると反抗的』ζピアノをやけにひいた。
問題点 母親と共に来談していたときよりも伯母と共に来談した今日の方が，遥かに独立的で自由
であった。母親との間には未だ心理的離乳が十分できていない証拠でもあろうか。
第28回
伯母来談。
Counseling 伯母の報告:幼稚図から係る途中迄は友人と一緒だが別れるととんで帰る。 伯母の家族がチー幼
の父と一時間居していたが，父はおちつきなく部屋をあっちへいったり乙っちへいったりする，気はよくつく人。
子供家から持基きしたビニー ル援の軍艦をほ乙らしげにみせる。ピアノを昨日買ってもらったようだ。人形のみ
つあみを乱暴にほぐす。 指絵では色を置いてある願IC繍からとり紙上で混せ.る， ためて持ちあげて指の間から出
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す。砂遊びではもって来た紛で攻撃的な遊びをする。終りの4分間すさま じく砂をかきだした。戦争どっ乙で投lず
だされた砂の上にねそべる。人形，鉛，砂をなげだし， Thlζも砂と水をかける。船と砂投げではカ一杯iζ遊んだ。
クレオンで机上iζ線をひくのも攻撃的であった。 時間が足りぬと感じてか反抗を示した。吃音の回数は多いが軽く
て短い。
問題点 原則として家から持参したものでは遊ばぬように制限するのであるが，相当強い motiva-
tionがあるものとみられたので，乙れを受容した。持参した軍艦をもち込んだ務もあるが，本日は攻
撃的な遊びに終始した。
第29回
伯母来談。
Counseling 伯母の報告 :吃るのが治ったような気がする。今週からピアノを習わせるようになった。 mも
一緒lζ始めたのであるがふざけるといけないので別の時聞に習わせるようにした。)乙の度本児と伯母の長女だけ
を手始めに個人レッスンを試みるわけである。 両親の音楽的教養がないので将来便利であろうと恩つてはじめた。
指示:子供IC.理解のあるやさしい先生のようだから安心だが， お稽古事はとかく他と比較し勝ちであり親が競争的
になりやすいからそうならぬように，吃りの為にもよいことはないから。
子供 指絵では指絵具をひろげた上にニ箱分のクレオンを並べ電車といった。おいといてくれと依頼する，とれ迄
のように持帰るなどと無理を言わなくなった。 ThIζ砂をかけ， 砂をたべろtJ，どいった以外は攻撃的行動はみられ
ず熱中した遊びに子供の成長が感じられた。 Thが自分でするようにというのK対して一応の反抗をみせ乍らも自
分でした。 指絵の後いつもなら足をふいてというが今日は足をふかんでもええという， 乙れはThが「足もふかん
ならん」といったのに対する反抗ともみられる。 吃音は少なかった。自立の態度がでてきた。
問題点 折角吃音が減少しかけたと乙ろへ，新らしいピアノのレッスンを課する乙とは考慮しなけ
ればならぬと思うが，報告の内容から安心してはじめられそうなのでCoは同意を示した。遊びには自
立的態度がみられた。
第3)回
伯母来談。
Counseling 伯母の報告 :lこのどろ吃らぬ，ほんの少し吃る位。前には吃る時は大抵体をゆさぶり吃った。自
分から言う時は吃る乙と少く，人からたづねられたり叱られたりすると吃る。チー坊の母は殆んど一人で外出する
ζとが多い， チ-jjjをつれてでる乙とは比較的少い， 一週間程家にいたら時勢におくれるような気がするという。
チー坊の母は商売の乙とで会社まわりをする，主人の父と何かやっているらしいがくわしい乙とは知らぬ，近所の
人はまるで子供のない人のようやと言っている。子供は父lζなついているが父親はうるさがる。
子供 来たとき気嫌がわるく，遊戯室へ行く途中1<:敷いてある7 ツトの上を乙ろがっていく。入室の時に直ちに
指絵やクレオンiζ対する興味を示し， すぐかさ始め， t旨絵の作品を大切においておいてくれといった。クレオン全
部を指絵の上に並べた。砂を部屋一杯K撒いた。撒布した砂の全霊盆は10.8kg，拡がりは部屋全体に及んでいる。
時間の終了の知らせによけい力を入れ砂をほり出した。吃りは軽く 2四位であった。
問題点 伯母の発言iζは， 本児の母親に対する格別非難めいた感情の動きはみうけられなかった
が， 自分が引っ込み勝ちで地味であるのと正反対な外向的性格であると母親を評価しているようであ
る。而して外出勝ちであることも，本児の問題の原因の一つであろうとの観測をしているのではある
( 29 ) 
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まいか。
母の外出が多いととも本児を不安にしている一原因かも知れない。矢張り伯母と来談した時は，母
親と来談した時より遊びが自由であるようである。との点が本児の心理状態を理解する最もよい手掛
りのように恩われる。明らかに母一子関係の障害があるのではないか。自己中心的要求の禁止される
対象iζ向けられた感情が一般的な形で他の場面へも表現されるのであろうか。
第31回
母lカ月振りに来談。
母自動車の運転手の免許状をとったので久し振りに来談した。
Counseling母親の報告:幼稚園の先生宅で泊めてもらった。 本児は先生の子供になった積りでいる。 味をし
めて翌日も先生のととろに泊めてもらうのだという。 主人は図った乙とだとは思いながら「ええと息わなしような
い」という。今日は幼稚閣へ一人で行くと言っていたが， 丁度乙乙へ来るので，幼稚園へ一人で行けぬのカ鳴念ゃ
なあといっていた。吃音は一週間前にひどくなったようだが今一寸ましになった。ピアノのお稽古のはじまる一寸
前からお稽古をしておくと自発的に言う。本児ヴァイオリンを買えという。本児は姓名判断で殺の財産をくいつぶ
すといわれた。
子供 本日は親子関係を一層客観的に把混しようとする目的で Therapyは休みとし CATを行うたが，特記す
べき反応は得られなかった。年令的にも無理であったかと思われた。
問題点 他の家での外泊経験をもったζとおよび父親が子供の外泊経験lとともなう行き過ぎを心配
しながら「ええとせんならん」 という諦めをもつに到った乙とが注目せられる。ピアノのレッスン開
始も懸念していたような事態は発生せず順調に進んでいる。年令的ハンディキャップもあってCAT
を実施したことはあまり効果的ではなかった。やはり Therapyの途中でζ うしたテストを狭むとと
は余程注意しなければならぬ。
母親は父親の考え方の進歩に比しあまり発展していないように思われる。原因はむしろ父親に中心
があるように責任を転化し自己を合理化しているのであろうか。それは感情には十分表明されている
とはいえないが，もしそうだとすればCoの指示の仕方にも責任がある。
第沼田
Counseling母親の報告 :又ζのどろ吃りがきっくなる。 ピアノのお稽古は好きらしく先生の言う乙とをよく
きし五線紙iζ音符を書く ζとも覚えた。 CATの結果をきく。昨日一人朝早く起き先生のと乙ろへ行ったが戸が閉
っていたので祖母がつれて帰った。 r僕名前変った」という， rカネダ (先生姓)ボク(僕)や」という。
主人も「子供には一切期待しない， あまり期待しても子供lζ気の毒やしJという。本児は「市大もおもしろない
わ」という。
子供 遊びの構成度は増加した。吃音は速発性でくりかえしが8ツ位もつづく乙とがある。久し振りに母と来た
のに伯母と来た時より束縛されているようだ。突飛な遊びは少い。先回に経験したように指絵の上にクレオンをあ
るだけならべた。
問題点 吃音の悪化は他lζ外的な影響があったためか?それともまた本人の本質的な問題即ち情緒
の不安定即ち心理的未分化の状態が十分解決されていないためであろうか。
乙の母親は問題解決iζ対して未だ十分の責任は感じていないように思われる。本児に期待をかけす
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ぎたζ との失敗は家族ぐるみに痛感しているようであるが，自ら直接iζ問題に取汲むというよりは，
周囲に依存して本児の独立をうながそうとしている傾向は今迄の陳述にもよく現れている。 Coの助
言の不十分であるためでもあろう。
34.11・30-34.l2.7は幼稚園のク リスマスの準備のため本児自身が来られぬという理由で休んだ。
第33回
Counoeling母親の報告 .，本児のクラスの子供は皆変っており， クリス7 スの劇でも先生の計画を実行したが
らず，自分逮が考えたものをやろうという。ピアノは週3回. rよい子のパイエJレ」がテキス ト，絶対κ練習はし
ない。
PTAの会がおそくなり， ピアノのレッスンをやすむように穏しあって帰宅したと乙ろ， うそつきはきらいや，
先生は絶対にうそっかへん.77がわるいんやといって， どうしてもレッスンをやるんだといってきかないので先
生K電話をして来てもらった。吃音はζの頃一寸ましにな-<>1:こ。進学の件， 早すぎるがとことわり，会社の人は附
属をとすすめるがそれ程の乙ともないと恩う。はじめ子供tζ期待をかけていたが，子供には期待をかけぬようにし
ようと思う。本児は市大にいくのはいややけれど， チ-¥:Ij吃るから母Iζ連れていかれるのだと先生にいった。あま
り速くまで帰ってζぬので閉め出しをくらわした，そしたらよくいう乙とをきくようになった。
子供 攻撃的行動カ噛んどfJ.く，自分のlましいものは自分で取りに行くが.Th 1(，してほしい乙とはThlζたのむ
などいく分行動lζも分化がみられ文自立的傾向がみられる。しかし思う存分遊んだという感じはしない。
問題点 第31回の報告ではピアノのおけいとをしているとあったが今回は絶対にしないとある。 と
れははじめの中は妙らしいので motivationがあったのであろう。
クリスマスとか遠足などの幼稚園の行事があると，そちらの方が遥かに魅力がある，その感情を合
理化して市大へい くのはいやというととなのであろう。
しかしともかく先生と本児の聞の関係が他の親一子関係，治療者との関係に優先しているかの如き
感がする。 ζの点に治療の問題点があるように思われる。中心的な本児の親一子関係、の問題は， 母親
の側も子供の側も，十分 emotionalacceptanceの状態iζ逮するよう努力が向けられねばならぬ。
考 察
畠瀬 稔は幼児吃音者の背景の共通特徴として，
(1)過度の保護 ・過度の統制
(2) 母親の神経症的態度 ・口やかましいタイプ ・早口のタ イプ
(3) 祭を急激に変化させようとする
などをあげているが，本児の場合はほぼその何れにも該当する。
文畠瀬の経験によればrwithdrawalな吃音者の徴候は比較的早く変化がみられる」が，i agressive 
な人格特徴を示した吃音者が前者のような顕著な変化を認めなかった」と報告せられている。
堀 要の見解では反対に攻撃的傾向を示す幼児の方が結果はよいとのことである。
乙のように withdrawalか agr儲 iveかが一つの治療上の merkmalになるものであるかどうかは
なお研究を要するであろうが興味深い問題である。
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神経症説をとなえるGlauber，1. P.の見解のように「生後一年間の授乳経験が大きな影響をあたえ
るもの」であり， r吃音が子供の側の母lζ対するf青緒的表現であり， ロ愛欲求 ・口唇愛への退行・逃
避として存続するもの」 とすれば，当然本児が生後一年八カ月の間，伯父母のもとにあづけられたと
とは神経症説の立場からも強調されなければならぬであろう。
文それにもまして親の過度の保護と過度の統制は発達説から 十分強調されねばならぬと乙ろである
が，完全務を有する父をもっ上lζ，母親との心理的離乳が出来ていないままに，それを母親の受容に
よって解決せず，未解決のままに意識的lζ離乳を強制しようとするととろに，調愛と統制のConflict
を生じているのではないかと思われる。 此のような C心nflictを背景として本児の知き nervousな人
格が形成せられたものと解せられる。乙の根元的な親子のカ動関係lζ焦点づけて更に今後の対策を考
えて行きたいと思う。
又治療法として，eclecticであるよりは non.directiveIC徹すべきであったと反省している。
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Summary 
(1) The subject was a boy 6f four yeaお andtwo months old， possessing repetitive and 
prolongative stuttering habits at the beginning of our -therapy. H.! bad been witli tbe 
( 32 ) 
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grand-mother， uncle and aunt 00 his mother's side， from the first week of the birth 
to ooe year and eight mooths， 00 account of his father's iln儲 (pulmonarytuberculosis). 
Wheo he wぉ threeaod four months old， he entered the kiodergarteo. His younger 
brother was born thirteeo days after the entrance. 
It was one month later that he began to stutter. His father is a neurotic and 
finical precisian and his mother is a frank gadabout. 
Both his parents and grand-mother overprotect and overcontrol him， especially his 
father. 
(2) The counseling the mother and playtherapy of the boy were taken in our therapy: 
one s邸 ion，forty five minutes a week， totally thirty three s儲 ions.
(3) Eventually， his father's over-expectation 00 the boy has been changed， his mother's 
directive attitude has also been chaoged. 
(4) The boy's prolongation of stuttering has almost disappeared except only the light 
repetition. The boy has been able to go home alone from the kindergarteo，ω 
play with iriends， and to go to play-mates' by hit酪 elf.He used to羽 y“keepthe door 
open" as he went out， but he has dropped this habit. 10 our play-room， he has 
possibly beeo able to be separated from his mother. His finger-paint has become 
pretty organized and his play has got aggressive. 
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